
講座番号 ４２０ 
 

令和４年度【美術館連携】中高美術講座 実施要項 
～対話で深める鑑賞～ 

 
１ ね ら い   対話によって見方や感じ方を深める鑑賞の授業について理解を深め、授業構想や授業

実践の方策を見いだす。美術館と連携した鑑賞の授業構想や授業実践の方策を見いだす。 
 
２ 指標との対応  ステージ２ 中堅期（７年～１５年）  観点：学習指導 
 
３ 受 講 対 象   美術科担当教諭（中・義後・特支）、芸術科美術、芸術科工芸担当教諭（高・特支） 
 
４ 定    員  ３０名 
 
５ 日 時  令和４年１２月２日（金） １３：００～１７：００ 
 
６ 会    場  京都国立近代美術館（京都市左京区岡崎円勝寺町２６―１） 
 
７ 日    程 

               
８ そ の 他 
 (1) 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「健康チェックシート」を京都府総合教育センターホー

ムページ（ＩＴＥＣ）から事前にダウンロード・記入の上、持参してください。また、会場は座席の間
隔をとり、換気を行います。マスクの着用、会場玄関での検温、手指の消毒又は石鹸での手洗い等を各
自行ってください。 

(2) 京都国立近代美術館ホームページ  https://www.momak.go.jp/   
 
９ 担 当 部  地域教育支援部（０７７３－４３－２９３４） 

時 間 講義題等 講 師 

13：00～15：00 
講義Ⅰ 
演習Ⅰ 

みる・考える・話す・聴く～対話で
深まる鑑賞～ 

京都芸術大学 
准教授       伊達 隆洋 

15：00～15：30 講義Ⅱ 美術館連携でできること 
京都国立近代美術館 
研究員       松山 沙樹   

15：30～17：00 演習Ⅱ 
連携をさらに効果的な学習にする
ために 

京都芸術大学 
准教授       伊達 隆洋 
京都府総合教育センター   
研究主事兼指導主事 奥野 悦子 


